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ウサクマイ遺跡群および内別川流域の
南北隣接地（平成 27 年１月 19 日指定）

千歳川

● JR 千歳駅

●

●

( 植物 )
　ミズナラなどの天然生
林が広がり、部分的にカラ
マツなどの人工林や希少
種であるクロビイタヤが
一部で見られます。
　下層植生の多くはトク
サやミヤコザサなどに覆
われていますが、中には希
少種であるヤマシャクヤ
クやサルメンエビネなど
の野草が生育しています。

（動物）
　オオルリやメジロ、シ
マエナガなどの鳥類が見
られるほか、天然記念物
であるオオワシやオジロ
ワシ、希少種であるオオ
アカゲラなどを確認する
とともに、哺乳類ではエ
ゾシカやヒグマの痕跡が
見られるなど、さまざま
な動物が生息しています。
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ウサクマイ遺跡群および内別川流域

　　　　　　　　　　　　143.3ha
内別川流域の
自然環境

内別川流域には、豊かな
自然が原始のまま残されて
おり、動植物の生息地と
して多様な生態系が維

持されています。
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第１種自然環境保全地区

北隣接地
（13.2ha）

保全地区の注意事項

豊かな自然が残る保全地区は、食べ
物の容器やたばこの吸い殻を捨てるなど、
生態系に影響を及ぼす廃棄物の投棄や放置
を禁止しています。
　市は、指定標識や不法投棄禁止の看板
を設置して保全地区を周知するととも
に、自然環境監視を強化するなどの

取り組みを実施しています。

自然環境保全のお願い

豊かな自然が維持されている「第１種自然

環境保全地区」。

　この保全地区を流れる内別川は、市の水道水

源にもなっており、私たちの日常生活に大切な場

所です。

　この環境を守り、次の世代に残すため、千

歳の自然を大切にしましょう。

皆さんのご協力をお願いします。

保全地区の概要

市は、美しい自然環境を守るため、自然的・

社会的な条件で、特に保全を必要とする区域を「自

然環境保全地区」に指定しています。

　その中でも、希少性の高い区域や多様な生態系が維持

されている区域については、「第１種自然環境保全地区」に

定めて、厳格に保護・保全する地区としています。

　１月 19 日、ウサクマイ遺跡群および内別川流域（南北

隣接地）62 ヘクタールを追加しました。

　この結果、指定区域の全体面積は、千歳川上流域

とウサクマイ遺跡群および内別川流域の２か所を

合わせて、241.6 ヘクタールになりました。

第１種
自然環境保全地区の
追加指定をしました
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内別川流域の南隣接地
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千歳川河川区域
36.3ha

第１烏柵舞橋 千歳川

(南隣接地)
48.8ha

平成 27 年１月 19 日
保全地区に追加指定
（南北隣接地 62ha）




